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あらまし：小学生が学習する和差算数文章題は，問題文・全体部分図・数式のそれぞれに相互変換可能で

あり，この相互変換可能であることが学習者の理解を表す指標となっているとされている．筆者らはこの

相互変換をインタラクティブな演習として行える学習環境を設計開発している．本研究ではこの相互変換

に対する自己説明の実現を目指し，各表現形式における各部分に対して，三文構成モデルに基づく数量の

役割ラベルを付与する活動を行わせることで，相互変換の理由づけを行わせるタスクを設計・実装した． 
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1. はじめに 

小学生低学年で学習する和差算数文章題は，順思

考問題と逆思考問題の 2 つに大別することができ，

そのうち，逆思考問題が解けない児童が多いことが

知られている(1)．逆思考問題の難しさは，問題文で

示される物語から想定される演算と答えを求めるた

めの演算が一致しない（増える物語で引き算をする

など）ことにあり，文章題に登場する数量の全体部

分関係が理解できていないことが解けない原因と言

われている(2)(3)．この全体部分関係を理解させるこ

とを目的として，「問題文」と「式」を「全体部分図」

によって明示的につなぐことを具体的な操作として

この 3表現の相互変換課題を実現するシステムを開

発し，その有効性は小学校での授業での実戦利用を

通じて示されている(4)． 

 本研究では，実践利用で得られたデータから児童

の全体部分関係の理解の難しさを分析し，その結果

に基づいて全体部分関係の理解を促進するための演

習を提案する． 
 

2. 全体部分数量関係と全体部分図 

算数文章題における全体部分数量関係とは，算数

文章題に登場する 3つの数量から成り立つ関係であ

り，その概念図である全体部分図と合わせると，図

1のような関係を得ることができる． 

 全体部分図に関しては小学校ではテープ図が用い

られているが，全体部分図では，全体部分数量関係

に現れる三つの量を具体的な大きさの持った量とし

て表現している．全体部分図は，全体と部分がそれ

ぞれ大きさを持ったテープとして表されており，全

体 1つと部分 2つの計 3つのテープから成り立って

いる．この全体部分図を用いることで，視覚的にも

全体部分関係を捉えやすく，システムにすることで

全体量と部分量を操作が可能となる．  

 

図 1．全体部分数量関係と全体部分図 

 

3. 相互変換課題と実践 

これまでに，”言語的表現”，”全体部分表現”，”数

式表現”を相互に表現変換する課題の実装と実践運

用がすでに行われている．この表現変換の枠組みを

図 2に示す．この表現変換の枠組みでは，具体的に，

三文構成の算数物語，全体部分図，物語式の 3つの

表現についての変換を取り扱っている．さらに，物
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語式については，さらに，そこから未知数を一つ定

めた三つの問題式，およびそれぞれの問題式から答

えを求めるための計算を表す計算式，への変換も含

めている．この課題を遂行できるシステムを実装し，

その実践利用を通して効果を確認している． 

本研究では，実践結果に対してさらにデータ分析

を行った結果，全体部分図への当てはめにおいて，

数値だけで当てはめている児童がしばしばみられる

ことがわかった．このことから，全体部分関係を意

識できていない児童の存在が示唆された．そこで，

全体部分図への当てはめに対して自己説明(5)(6)を行

わせる演習を追加することにより，そのような児童

に対して全体部分関係を意識させることができるの

ではないかと考えた． 

 

図 2 算数文章題の変換構造 

 

4. 自己説明としての役割ラベル付け 

本研究では，表現変換課題について自己説明を行

わせる方法として，全体部分数量関係における各

数量の役割を定義し，全体部分図における各要素に
その役割を当てはめさせるという演習を提案する．

例えば，増加（ふえるといくつ）に関する物語（問

題）であれば，その物語に現れる各数量に「最初の

量」「増えた量」「最後の量」といった役割がある．

提案する演習では，この役割を全体部分図と物語を

対応づけたときに各要素に当てはめさせる．本演習

では，各役割を表す「役割ラベル」（さいしょ，ふえ

た，さいご）を学習者に提供し，全体部分図の各要

素にラベル付けさせることで実現する．その様子を

図 3，図 4に示す．この例では，全体部分図では部

分量に対応する物語中の「きんぎょがさいしょに□

ひきいます」という文に含まれる数量は，「最初の量

（さいしょ）」という役割を持っていると学習者が考

えていることを表す． 

3つの数量が持つ役割は，和差算数文章題の種類

(合併，増加，減少，比較)それぞれで異なったもの

となる．役割のラベルを当てはめるタスクは，全体

部分スキーマのそれぞれの要素にその文をなぜ当て

はめたのかということを児童に考えさせ，答えさせ

るという意味で自己説明のためのタスクとなる．

 
図 3 役割ラベルの当てはめ演習例 1 

 
図 3 役割ラベルの当てはめ演習例 2 

 

5. まとめ・今後の課題 

本研究では，和差算数文章題における全体部分関

係の理解支援を目的とした，算数文章題の変換構造

に沿った演習を行うためのシステムによる実践のデ

ータ分析により，自己説明課題として，役割ラベル

による演習の追加を行った． 

 今後の課題としては，本システムでの小学校での

実践的利用による評価が必要である．また，前述し

た通り，「役割」は 3 つの表現すべてに適用可能な

ものであるため，現在全体部分スキーマへの当ては

め演習のみ追加しているが，物語・数式への当ては

め演習も追加の余地があると考えられる． 
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